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胡朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝

ア
メ
リ
カ
は
、

議
会
が
ζ
れ
ま
で
以
上

朝
鮮
半
島
で
は、

ア
メ
リ
カ
側
は、

東

も
こ
の
段
階
で
十
分
北
朝
鮮
側
と
意
思

を
双
方
で
検
討
し
よ
う
と
い
う
の
だ
ろ

が
多
い
。

だ
か
ら
ζ
そ、

こ
の
時
期
に
－

鮮）の
金
臼成主
席（
朝鮮労働党
総

に孤
立化す
る
方向をめざ
し、アジ
南
アジアか
らの搬
送の一
方で
、

韓

疎
通を
はかつておく必
要
が
あるわ
うa

話
し合いを持ったとみて
よ
い。
中－

管
記）

の

十
四
年
ぶ
り
の

中
国
訪
問

ア
へ
の
援
助
を
引
き
上
げ
て
い
る
。

こ

閣
に
は
（
援
助）

そ
増
強
す
る
方
向
が

け
だ。

’

い
ま、

中
国
と
北
朝
鮮
双
方
に
懸
案

国
側
の
歓
迎
ぶ
り
は、

異
例
と
い
え
る
一

は、ベトナム、カンボジアを含む
うした中で、朝鮮半島の問題はホ出ている。

その点、国際情勢の動きがめまがある。たとえば、一中ソ関係にし
ほどはなやかだったが、哀をかえ一

インドシナ情勢の流動化にタイミ
ットな論点ではなかったが、しか
こうした東南アジアをめぐる閤
ぐるしい中で、両国の首脳の認し
ても、北朝鮮は、かつては中国をせばかなり問題があったから三

ングを合わせた、との論調が多

そ、と思われる。
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嶋
からだろう。しかし、経済関係ヰ

含むフルメンバー的な顔ぶれであ

引
諸
民臨阿
倍

米
大
統
領
訪
中
控
え
意
思
疎
通

中
り、やはり東アジアの諮問題室

ろ
考えて
い
る。
郵小平副首
相
のフ

ぐ
話し合
うのだろう。
いずれ
にし

一
フ
ン
ス
訪
問
も

そ
の
ひ
と
つ
で

あ
ろ

し
、

潜
在
的
に
は
い
ち
ば
ん
む
ず
か
し

際
情
勢
の
中
で
、

フ
ォ
ー
ド
大
統
領
が

合
い
が
も
っ
と
あ
っ
℃
よ
い
は
ず
な
の

批
判
し
た
こ
と
も
あ
り、

金
日
成
主
席

て
も
東
ア
ジ
ア
が
ど
う
な
る
か
と
い
う

う。

い
問慰だと思う。

訪中して中国
との国交回復に
まで
に、こ
れま
で

深い接
触がなかコ
が
北京へ
行ったから
といって中国
点で
喜志意味
をもっ今回の
訪
中

とのとζろ、インドシナ情勢
インドシナ半島については、
いけるかどうか。仮にできるとすた。近いとζろでは七一一一年に、許寄りになるζとはおそらくないだであるa（東京外国議大助数授・

は
流動化してい
る。台
湾の
時間

介石
キッシンジャー
米
国務
長官
も、パ
れば、大国
間のワク
組み
をアジア
淡
北
朝鮮外
相の
訪
中があった
だげ
ろう。

一

方、
北ベトナムでは、ソ
談）

氏
の
死去があ

っ

た。
中ソ対
立がい
り協定のときから数年も
もてば、
でつくる
ことになり、朝
鮮

半島の
だ
。だから、ζのζ
と
も合めて、
速
の影
響
は中国以上に
強
い。ζう

ぜんとして
続い
ている。さらに、
と感じていたようだ。ところ
が、
間定化の
方向
にいく。そζで北京
と

とらあたりで
こんこの
間際情掛目
した形をみ
る
と、
双
方に不安
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